
―1――1― ―4―

発行／後藤ゆり子事務所
〒020-0807　盛岡市加賀野1丁目17-3
電話／019-654-2220　FAX／019-654-2231
携帯／090-2366-1036

盛岡市議会議員《盛友会》後藤百合子だより

円
か
ら
17
万
円
。
保
育
士
は
0
歳
児

3
人
に
1
人
配
備
。（
注
：
1
，
2
歳

児
は
6
人
に
1
人
。
3
歳
児
以
上
は

20
人
に
1
人
）
市
立
は
市
が
全
額
負

担

生
後
1
年
は
母
親
が
保
育
を

で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
作

り
が
、
必
要
不
可
欠
、
そ
の
制
度
づ

く
り
、
行
政
も
お
こ
な
う
べ
き
。

⑴
構
成

私
立
、
市
立
の
幼
稚
園
数
は
。

ま
た
市
立
は
順
次
、
民
営
化

す
る
か
。私

立
は
15
園
、
市
立
4
園

（
31
年
度
か
ら
3
園
）
民
間

譲
渡
は
今
後
検
討
す
る
。

⑵
奨
励
金
、
保
育
料

旧
制
度
の
私
立
幼
稚
園
に
対

す
る
幼
稚
園
奨
励
金
は
、
無

償
化
後
、
現
物
給
付（
市
が
幼
稚
園

に
支
給
し
、
保
護
者
は
差
額
を
園
に

支
払
う
）
か
、
償
還
払
い（
保
護
者

が
園
に
保
育
料
の
支
払
い
を
行
い
、

そ
の
後
市
が
保
護
者
に
保
育
料
を
支

給
）
か
。
ま
た
市
立
幼
稚
園
の
保
育

料
も
無
償
化
の
対
象
か
。

奨
励
金
に
つ
い
て
は
市
で
検

討
。
市
立
幼
稚
園
は
無
償
化

な
る
。

無
償
化
で
、
あ
ら
た
に
認
可

外
保
育
施
設
や
保
育
施
設
の

■
幼
保
無
償
化
に
つ
い
て

＊
幼
保
無
償
化
と
は
、
2
0
1
5

年（
平
成
27
年
）
ス
タ
ー
ト
の「
子

ど
も
・
子
育
て
新
制
度
」
に
た
い
す

る
改
正
案
、
さ
る
2
月
12
日
、
閣

議
決
定
に
よ
る「
幼
保
無
償
化
法

案
」
こ
れ
は
約
23
万
人
の
保
育
環

境
を
と
と
の
え
る
た
め
、
き
た
る

10
月
、
消
費
税
の
増
税
、
総
額
6
，

6
兆
円
の
う
ち
2
兆
円
を
充
当
。

無
償
化
に
対
す
る
市
の
役
割

は
、
全
体
的
に
ど
う
な
る
か

親
に
と
っ
て
経
済
的
負
担
の

軽
減
。
実
施
に
あ
た
り
公
平

な
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
。

１
保
育
所
へ
の
影
響

⑴
構
成

い
ま
保
育
所
は
何
園
か
。
ま

た
保
育
料
の
未
収
金
は
い
か

ほ
ど
か
。

保
育
所
は
89
園（
公
立
11
、
私

立
78
園
）　

ま
た
未
収
金

は
、
平
成
29
年
度
決
算
、
現
年
度
分

1
，
1
0
0
万
円
と
、
滞
納
繰
越
分
6
，

1
0
0
万
円
で
、
計
、
7
，
2
0
0
万
円
。

⑵
副
食
費こ

れ
ま
で
保
育
料
に
ふ
く
ま

れ
て
い
た
副
食
費
が
、
無
償

化
に
よ
り
、
３
歳
か
ら
５
歳
児
は
実

費
負
担
と
な
る
、
ど
う
す
る
か
。

口
座
ふ
り
か
え
な
ど
で
支
払

い
を
願
う
。

⑶
企
業
主
導
型
保
育
園

企
業
主
導
型
保
育
園
の
存
在

は
重
要
だ
が
、
無
償
化
の
対

象
に
な
る
の
か
。
現
在
の
開
設
状
況

は
、
認
可
保
育
所
と
の
違
い
は
。

対
象
と
な
る
。
現
在
５
施
設
。

31
年
度
5
施
設
の
開
設
予
定

で
、
10
施
設
と
な
る
。
企
業
型
は
、

市
の
施
設
基
準
に
よ
ら
ず
、
国
の
委

託
機
関
か
ら
補
助
を
受
け
る
。

⑷
市
立
保
育
園

民
営
化
の
今
後
の
計
画
、
こ

れ
ま
で
の
効
果
は
。

31
年
度
、
第
4
次
民
営
化
実

施
計
画
を
。
効
果
は
、
環
境

改
善
、
0
歳
児
保
育
等
。

⑸
0
歳
児
保
育

０
歳
児
保
育
に
係
る
コ
ス

ト
、
保
育
士
の
人
員
は
。
市

が
拠
出
の
保
育
料
は
。

コ
ス
ト
は
施
設
規
模
に
よ

り
、
1
人
あ
た
り
月
額
15
万

一
時
預
か
り
が
補
助
の
対
象
と
な
る

が
、
対
象
者
を
ど
の
よ
う
に
見
込
む

か
。

認
可
外
は
、
３
〜
5
歳
が
、

1
2
5
人
、
０
〜
２
歳
が
17

人
、
計
1
4
2
人
。
一
時
預
か
り
は

3
〜
5
歳
59
人
、
０
〜
２
歳
が
４３
人
、

計
1
0
2
人
と
見
込
む
。

無
償
化
の
実
施
で
、
保
育
所

や
認
定
こ
ど
も
園
の
、
あ
ら

た
な
需
要
は
ど
う
か
。

今
後
の
少
子
化
の
影
響
は
ど
う
か
。

増
加
見
込
む
が
、
正
確
な
数

量
は
不
明
。
女
性
の
社
会
進

出
は
進
む
も
、
施
設
の
定
員
割
れ
は

あ
り
得
る
。

新
制
度
で
は
、
児
童
の
区
分

と
し
て
、
1
号（
新
制
度
幼

稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
）、
2
号（
保

育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
）、
3
号（
0

〜
2
歳
児
）、
各
子
ど
も
が
支
援
対

象
と
な
っ
て
い
る
。
韓
国
で
は
、
4

号
子
ど
も
と
し
て
、
在
宅
の
子
ど
も

の
区
分
が
あ
る
。
4
号
子
ど
も
に
対

す
る
支
援
も
必
要
で
は
な
い
か
。

制
度
的
に
は
、
国
が
ど
う
考

え
る
か
だ
。
な
お
、
在
宅
の

子
ど
も
対
応
で
、
市
内
8
か
所
に
、

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
等
あ

る
。

第48号
2019．春

市
政
だ
よ
り
、「
ゆ
り
こ
の
議
会
だ
よ
り
」は
、

政
務
活
動
費
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
のU
R
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】
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②
幼
稚
園
へ
の
影
響 【

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
】　

盛
岡
市
議
会
選
挙
の
お
知
ら
せ

　

告　

示　

8
月
18
日（
日
）

　

投
開
票　

8
月
25
日（
日
）

　

以
上
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

が
、
全
国
的
に
は
、
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
に
あ
っ
て
、

特
に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
入
院
受

療
率
は
毎
年
減
っ
て
お
り
、
高
齢
者

が
増
え
て
も
入
院
患
者
数
は
減
る
傾

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
増
加
す
る
か
は
懸
念
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
、
市
立
病
院
に

お
い
て
は
、
医
大
附
属
病
院
の
移
転

に
よ
り
、
需
要
が
見
込
ま
れ
る
内
科
、

外
科
を
中
心
と
し
た
救
急
患
者
さ
ん

の
受
入
れ
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と

が
出
来
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
大
き
な
好
機
と
捉
え
て
、
患
者
を

確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
収
益
の
増

に
つ
な
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
今
後
の
展
望
】

□
ゆ
り
こ　
い
よ
い
よ
医
大
附
属
病

院
が
移
転
し
ま
す
が
、
市
立
病
院
の

対
応
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

■
佐
藤
事
務
局
長　
医
大
附
属
病
院

は
こ
の
９
月
に
移
転
と
な
り
ま
す
が
、

特
に
救
急
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
受
診
で
き
る
よ
う
、

① 

市
の
役
割

ゆりこの盛岡市議会
Q＆Ａ

ゆりこの盛岡市議会
Q＆Ａ

毎
日
午
後
11
時
ま
で
医
師
を
内
科
系

医
師
と
外
科
系
医
師
の
２
人
体
制
に

強
化
し
て
受
け
入
れ
る
予
定
と
し
て

お
り
、
現
在
そ
の
準
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
公
立
病
院
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
良
質
で
安
全
・
安
心
な
医
療

を
提
供
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
そ
の
た
め
に
、
地
域
の
医

療
機
関
や
介
護
施
設
と
連
携
し
、
一

般
急
性
期
医
療
を
提
供
す
る
ほ
か
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
心
と

な
る
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
運
営
し
、

在
宅
復
帰
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る

尿
路
結
石
の
除
去
手
術
や
、
総
合
内

科
体
制
の
推
進
に
よ
っ
て
医
療
機
能

の
充
実
を
行
っ
て
い
き
ま
す
し
、
４

月
に
設
置
し
た「
医
療
連
携
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
入
院
患
者
さ
ん
が
安

心
し
て
入
院
し
、
退
院
後
の
訪
問
診

療・
訪
問
看
護
を
含
め
た
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
あ
っ
て
も
い
い

病
院
」
で
は
な
く
、「
な
く
て
は
な
ら

な
い
病
院
」
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
求
め
る
医
療
を
提
供
し
、
地
域

に
密
着
し
た
病
院
を
目
指
し
て
い
き

2019(平成31年)
3月6日

一括質問（一問一答）

③
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
影
響

④
待
機
児
童
へ
の
影
響

⑤
子
ど
も
区
分

ま
す
。

□
ゆ
り
こ　
市
立
病
院
へ
の
意

見
、
要
望
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

ど
こ
が
担
当
課
と
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

■
佐
藤
事
務
局
長　

ご
意
見
、

ご
要
望
は
、
市
立
病
院
総
務
課

又
は
医
事
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
市
立
病
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
じ
、
メ
ー
ル
で
も
お
受
け

し
ま
す
し
、
病
院
内
に
は
、
ご

意
見
箱
を
設
置
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
要
望
な
ど

を
投
書
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見・
ご
要
望
は

情
報
を
共
有
し
、
接
遇
を
含
め

た
医
療
の
質
の
向
上
に
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

【
最
後
に
】

□
ゆ
り
こ　
盛
岡
市
政
で
経
営
改
善

を
の
ぞ
む
、
3
大
課
題
は
、
中
央
卸

売
市
場
、
岩
手
県
競
馬
、
そ
し
て
盛

岡
市
立
病
院
。
し
か
し
病
院
に
は
経

営
改
善
の
き
ざ
し
。
あ
た
ら
し
い
盛

岡
の
発
展
が
は
じ
ま
る
か
。
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□
ゆ
り
こ　
施
設
整
備
に
く
わ
え
て

医
療
機
器
の
整
備
が
あ
り
、
大
設
備

投
資
で
し
た
。
巨
額
の
投
資
は
、
必

要
不
可
欠
と
し
て
、
そ
の
後
の
経
営
、

運
営
は
多
難
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

相
前
後
し
て
創
設
の
新
卸
売
市
場（
平

成
13
年
、
新
市
場
を
羽
場
に
開
設
、

総
事
業
費
２
４
０
億
円
）
も
ま
た
し

か
り
で
、
テ
ナ
ン
ト
料
も
旧
市
場
に

比
べ
て
、
10
倍
以
上
と
な
り
、
退
去

や
廃
業
の
事
例
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
病
院
で
は
、
事
情
が
こ
と
な
り
、

遊
休
地
に
サ
高
住
の
業
者
を
募
集
し

ま
し
た
が
、
見
解
の
統
一
が
み
え
ず
、

訴
訟
と
な
り
ま
し
た
。
経
過
は
ど
う

で
し
ょ
う
。

■
佐
藤
事
務
局
長　
病
院
敷
地
内
の

未
利
用
地
に
つ
い
て
は
，
高
齢
者
向

け
住
宅
等
の
施
設
と
し
て
活
用
す
る

事
業
者
を
決
定
し
、
協
議
を
進
め
て

き
た
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
29
年
４
月

に
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、
２
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
５
回
の
口
頭

弁
論
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
31

年
４
月
11
日
に
結
審
し
、
６
月
に
判

決
が
言
い
渡
さ
れ
る
予
定
で
す
。
判

決
の
内
容
に
よ
り
、
今
後
の
対
応
を

検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

を
開
設
、
き
ょ
う
わ
い
化
、
老
朽
化

等
に
よ
り
、
6
年
の
事
業
期
間
の
後
、

現
在
地
に
新
設
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
地
を
選
ん
だ
理
由
、
ま
た
総
事
業

費
に
つ
き
、
う
か
が
い
ま
す
。

■
佐
藤
事
務
局
長　
市
立
病
院
は
、

平
成
11
年
７
月
に
現
在
の
本
宮
地
区

に
移
転・
開
院
し
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど

20
年
目
と
な
り
ま
す
。
当
市
の
み
な

ら
ず
盛
岡
広
域
圏
の
公
立
病
院
と
し

て
、
副
都
心
と
な
り
ま
す
盛
南
開
発

地
区
へ
の
移
転
新
築
が
適
当
で
あ
る

と
の
こ
と
か
ら
、
本
宮
地
区
を
最
適

地
と
し
た
も
の
で
す
。
移
転
新
築
に

要
し
た
費
用
は
、
用
地
費
、
工
事
費

及
び
医
療
機
器
購
入
費
を
含
め
て
総

事
業
費
約
１
３
３
億
円
と
大
き
な
事

業
で
あ
り
ま
し
た
。

【
新
病
院
の
創
設
】

□
ゆ
り
こ　
沿
革
を
申
せ
ば
、
明
治

28
年
東
中
野
万
田（
現
鉈
屋
町
）
に
、

盛
岡
市
伝
染
病
院
隔
離
舎
が
開
設
、

大
正
15
年
盛
岡
市
民
病
院
と
改
称
、

一
方
、
昭
和
4
年
三
田
横
町（
現
中

央
通
り
）
に
市
立
の
盛
岡
実
費
診
療

所
が
開
設
、
昭
和
23
年
盛
岡
市
立
病

院
と
改
称
、
昭
和
35
年
、
こ
れ
ら
2

病
院
を
統
合
、
鉈
屋
町
に
市
立
病
院

ゆ
り
こ
の　
　
　
　

レ
ポ
ー
ト

ゆ
り
こ
の　
　
　
　

レ
ポ
ー
ト

突
撃
突
撃
突
撃

と
つ
げ
き

と
つ
げ
き

【
そ
の
○
】
47

　 平
成
11
年（
1
9
9
9
年
）
本
宮
に

新
病
院
と
し
て
開
設
あ
っ
て
よ
り
、

苦
節
19
年
、黒
字
化
が
み
こ
ま
れ
る
、

30
年
度
。
そ
の
経
緯
や
、
今
後
の
新

た
な
発
展
の
あ
り
か
た
に
つ
き
、
盛

岡
市
立
病
院 

佐
藤
輝
男
事
務
局
長

に
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

 

市
立
病
院

□
ゆ
り
こ　
こ
の
よ
う
な
契
約
事
項

は
全
庁
的
に
、
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
よ
う
に
、
議
会
質
問
の

際
に
要
望
し
ま
し
た
が
、
経
緯
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

■
佐
藤
事
務
局
長　
訴
訟
と
な
っ
た

今
回
の
事
案
を
教
訓
に
、
リ
ス
ク
管

理
の
徹
底
に
向
け
、
今
後
、
関
係
部

署
の
情
報
共
有
や
連
携
を
更
に
進
め

る
と
と
も
に
、
状
況
に
よ
り
、
全
庁

的
な
協
議
を
行
う
体
制
を
と
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

【
第
4
次
経
営
改
善
計
画
】

□
ゆ
り
こ　
平
成
31
年
度
着
手
の
第

４
次
経
営
改
善
計
画
の
内
容
は
。

■
佐
藤
事
務
局
長　
３
月
に
、
平
成

31
年
度
か
ら
４
年
間
を
計
画
期
間
と

す
る「
第
４
次
経
営
改
善
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
計
画
で
は
、
単
年
度

収
支
の
黒
字
化
に
よ
る
経
営
の
健
全

化
を
達
成
し
、
安
定
し
た
健
全
経
営

を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
基

本
方
針
と
し
て
、
①
患
者
さ
ん
中
心

の
医
療
、
②
地
域
医
療
連
携
、
③
経

営
改
善
の
３
つ
の
柱
を
推
進
し
な
が

ら
、
少
子
高
齢
化
社
会
で
求
め
ら
れ

る「
地
域
の
医
療
は
地
域
で
守
る
」
と

い
う
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

進
に
貢
献
す
る
ほ
か
、
職
員
全
員
参

加
の
経
営
改
善
な
ど
の
取
組
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院

の
矢
巾
町
移
転
を
控
え
、
救
急
医
療

を
始
め
と
す
る
市
の
医
療
提
供
体
制

の
変
化
に
対
応
す
る
内
容
を
盛
り
込

ん
だ
計
画
と
し
ま
し
た
。

【
医
師
の
充
足
】

□
ゆ
り
こ　
こ
れ
ま
で
の
長
い
歴
史

の
中
、
伝
説
の
名
医
と
も
い
う
べ
き

先
生
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
近
年

は
医
師
不
足
の
克
服
に
力
を
注
い
で

こ
ら
れ
ま
し
た
。
盛
岡
市
に
は
公
立

医
大
は
な
く
、
岩
手
医
大
に
医
師
の

派
遣
を
要
望
す
る
も
、
近
年
は
研
修

制
度
の
変
容
等
で
、
首
都
圏
に
医
師

が
集
中
し
、
医
大
附
属
病
院
も
、
医

師
確
保
が
ま
ま
な
ら
ず
、
そ
の
確
保

が
最
重
要
課
題
。
し
か
し
加
藤
病
院

事
業
管
理
者（
病
院
長
）
の
ご
尽
力
を

柱
に
、
補
充
に
つ
と
め
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
現
在
の
陣
容
、
診
療
科
目
等

に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

■
佐
藤
事
務
局
長　
現
在
、
内
科
、

神
経
内
科
、
消
化
器
内
科
、
外
科
、

整
形
外
科
、
神
経
精
神
科
な
ど
、
18

の
診
療
科
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

最
近
で
は
、
腎
臓
内
科
、
泌
尿
器
科
、

脳
神
経
外
科
を
新
設
す
る
な
ど
、
診

療
科
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
医
師
数
は
近
年
少
し
ず
つ
増
え

て
お
り
、
お
陰
様
で
平
成
31
年
度
は
、

常
勤
医
師
27
人
の
体
制
と
な
っ
て
い

ま
す
。
病
院
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
医

師
の
確
保
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
医
療
を
提
供
す
る
上
で
、

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
め
ざ
す
医
療
の
あ
り
か
た
】

□
ゆ
り
こ　
院
長
先
生
の
お
話
を
う

か
が
い
ま
す
と
、
市
立
病
院
の
進
む

べ
き
方
向
は「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
推
進
」と
と
も
に「
不
採
算
部
門
」

と
さ
れ
る「
全
身
合
併
症
を
と
も
な
う

精
神
疾
患
や
周
辺
症
状
を
有
す
る
認

知
症
」
の
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
に
尽

力
す
る
こ
と
で
、
感
銘
を
お
ぼ
え
ま

す
。
今
日
、
高
齢
化
が
進
み
、
ま
た

市
民
の
多
く
が
生
き
る
こ
と
に
、
不

安
を
か
か
え
て
い
る
の
で
は
、
と
思

わ
れ
る
現
況
で
、
総
合
病
院
に
精
神

科
を
有
す
る
市
内
で
唯
一
の
病
院（
医

大
移
転
後
）
と
し
て
の
役
割
は
重
大

で
す
。
し
か
も
岩
手
医
大
の
医
師
が
、

保
健
師
、
看
護
師
等
と
連
携
で
お
こ

な
っ
た
、
自
殺
ワ
ー
ス
ト
返
上
を
目

ざ
し
て
の
、
各
戸
を
訪
ね
て
の
精
神

医
療「
久
慈
モ
デ
ル
」
は
日
本
に
冠
た

る
医
療
集
積
で
す
。

■
佐
藤
事
務
局
長　
精
神
医
療
は
、

議
員
が
お
話
し
さ
れ
た
と
お
り
、
医

大
附
属
病
院
移
転
後
は
、
総
合
病
院

有
床
精
神
科
は
、
市
内
で
は
市
立
病

院
の
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
政
策
医

療
と
し
て
の
必
要
性
と
意
義
は
高
く
、

今
後
と
も
継
続
し
て
担
う
べ
き
医
療

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
増
加
す

る
認
知
症
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
当

院
神
経
内
科
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、

認
知
症
周
辺
症
状
の
治
療
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。

【
医
療
収
益
の
改
善
】

□
ゆ
り
こ　
平
成
30
年
度
決
算
は
、

当
期
純
利
益
を
計
上
の
見
込
み
で
す
。

こ
れ
は
新
病
院
と
な
っ
て
、
実
質
的

に
初
の
黒
字
会
計
、
関
係
各
位
の
ご

努
力
が
み
の
り
、
う
れ
し
い
限
り
、

こ
れ
か
ら
真
価
発
揮
と
考
え
ま
す
。

ま
た
収
益
改
善
の
原
因
を
ト
ー
タ
ル

に
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
。

■
佐
藤
事
務
局
長　
平
成
30
年
度
は

健
全
経
営
元
年
と
位
置
付
け
て
、
病

院
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
経
営
改
善

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
黒
字
と
な
る

見
込
み
で
す
。
市
立
病
院
で
は
、
19

年
度
以
降
、
３
次
に
わ
た
っ
て
本
格

的
に
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
徐
々
に
成
果
が
上
が
り
、

こ
こ
ま
で
た
ど
り
つ
い
た
感
じ
で
す
。

要
因
と
し
て
は
、
医
師
の
確
保
と
と

も
に
診
療
科
の
新
設
や
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
の
導
入
・
活
用
、
消
化
器
・
栄

養
セ
ン
タ
ー
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、

患
者
数
や
手
術
件
数
が
増
え
た
こ
と
、

患
者
さ
ん
1
人
当
た
り
の
診
療
単
価

が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
収
益
が
増

加
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

今
後
は
、
薬
品
費
な
ど
材
料
費
に
係

る
購
入
費
削
減
の
取
組
を
進
め
て
、

持
続
可
能
な
健
全
経
営
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

□
ゆ
り
こ　
今
後
は
さ
ら
に
、
医
業

収
益
の
計
上
、
医
業
外
収
益
の
計
上

が
実
現
な
れ
ば
、
と
考
え
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
。

■
佐
藤
事
務
局
長　
市
立
病
院
の
収

益
は
こ
こ
数
年
、
増
加
し
て
い
ま
す

　
明
治
28
年
発
祥
の
市
立
病
院
、
病
院
事
業
管
理
者
は
じ
め

関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
の
経
営
改
善
で
平
成
30
年
度
、
黒
字
化
に
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□
ゆ
り
こ　
施
設
整
備
に
く
わ
え
て

医
療
機
器
の
整
備
が
あ
り
、
大
設
備

投
資
で
し
た
。
巨
額
の
投
資
は
、
必

要
不
可
欠
と
し
て
、
そ
の
後
の
経
営
、

運
営
は
多
難
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

相
前
後
し
て
創
設
の
新
卸
売
市
場（
平

成
13
年
、
新
市
場
を
羽
場
に
開
設
、

総
事
業
費
２
４
０
億
円
）
も
ま
た
し

か
り
で
、
テ
ナ
ン
ト
料
も
旧
市
場
に

比
べ
て
、
10
倍
以
上
と
な
り
、
退
去

や
廃
業
の
事
例
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
病
院
で
は
、
事
情
が
こ
と
な
り
、

遊
休
地
に
サ
高
住
の
業
者
を
募
集
し

ま
し
た
が
、
見
解
の
統
一
が
み
え
ず
、

訴
訟
と
な
り
ま
し
た
。
経
過
は
ど
う

で
し
ょ
う
。

■
佐
藤
事
務
局
長　
病
院
敷
地
内
の

未
利
用
地
に
つ
い
て
は
，
高
齢
者
向

け
住
宅
等
の
施
設
と
し
て
活
用
す
る

事
業
者
を
決
定
し
、
協
議
を
進
め
て

き
た
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
29
年
４
月

に
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、
２
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
５
回
の
口
頭

弁
論
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
31

年
４
月
11
日
に
結
審
し
、
６
月
に
判

決
が
言
い
渡
さ
れ
る
予
定
で
す
。
判

決
の
内
容
に
よ
り
、
今
後
の
対
応
を

検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

を
開
設
、
き
ょ
う
わ
い
化
、
老
朽
化

等
に
よ
り
、
6
年
の
事
業
期
間
の
後
、

現
在
地
に
新
設
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
地
を
選
ん
だ
理
由
、
ま
た
総
事
業

費
に
つ
き
、
う
か
が
い
ま
す
。

■
佐
藤
事
務
局
長　
市
立
病
院
は
、

平
成
11
年
７
月
に
現
在
の
本
宮
地
区

に
移
転・
開
院
し
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど

20
年
目
と
な
り
ま
す
。
当
市
の
み
な

ら
ず
盛
岡
広
域
圏
の
公
立
病
院
と
し

て
、
副
都
心
と
な
り
ま
す
盛
南
開
発

地
区
へ
の
移
転
新
築
が
適
当
で
あ
る

と
の
こ
と
か
ら
、
本
宮
地
区
を
最
適

地
と
し
た
も
の
で
す
。
移
転
新
築
に

要
し
た
費
用
は
、
用
地
費
、
工
事
費

及
び
医
療
機
器
購
入
費
を
含
め
て
総

事
業
費
約
１
３
３
億
円
と
大
き
な
事

業
で
あ
り
ま
し
た
。

【
新
病
院
の
創
設
】

□
ゆ
り
こ　
沿
革
を
申
せ
ば
、
明
治

28
年
東
中
野
万
田（
現
鉈
屋
町
）
に
、

盛
岡
市
伝
染
病
院
隔
離
舎
が
開
設
、

大
正
15
年
盛
岡
市
民
病
院
と
改
称
、

一
方
、
昭
和
4
年
三
田
横
町（
現
中

央
通
り
）
に
市
立
の
盛
岡
実
費
診
療

所
が
開
設
、
昭
和
23
年
盛
岡
市
立
病

院
と
改
称
、
昭
和
35
年
、
こ
れ
ら
2

病
院
を
統
合
、
鉈
屋
町
に
市
立
病
院

ゆ
り
こ
の　
　
　
　

レ
ポ
ー
ト

ゆ
り
こ
の　
　
　
　

レ
ポ
ー
ト

突
撃
突
撃
突
撃

と
つ
げ
き

と
つ
げ
き

【
そ
の
○
】
47

　 平
成
11
年（
1
9
9
9
年
）
本
宮
に

新
病
院
と
し
て
開
設
あ
っ
て
よ
り
、

苦
節
19
年
、黒
字
化
が
み
こ
ま
れ
る
、

30
年
度
。
そ
の
経
緯
や
、
今
後
の
新

た
な
発
展
の
あ
り
か
た
に
つ
き
、
盛

岡
市
立
病
院 

佐
藤
輝
男
事
務
局
長

に
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

 

市
立
病
院

□
ゆ
り
こ　
こ
の
よ
う
な
契
約
事
項

は
全
庁
的
に
、
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
よ
う
に
、
議
会
質
問
の

際
に
要
望
し
ま
し
た
が
、
経
緯
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

■
佐
藤
事
務
局
長　
訴
訟
と
な
っ
た

今
回
の
事
案
を
教
訓
に
、
リ
ス
ク
管

理
の
徹
底
に
向
け
、
今
後
、
関
係
部

署
の
情
報
共
有
や
連
携
を
更
に
進
め

る
と
と
も
に
、
状
況
に
よ
り
、
全
庁

的
な
協
議
を
行
う
体
制
を
と
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

【
第
4
次
経
営
改
善
計
画
】

□
ゆ
り
こ　
平
成
31
年
度
着
手
の
第

４
次
経
営
改
善
計
画
の
内
容
は
。

■
佐
藤
事
務
局
長　
３
月
に
、
平
成

31
年
度
か
ら
４
年
間
を
計
画
期
間
と

す
る「
第
４
次
経
営
改
善
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
計
画
で
は
、
単
年
度

収
支
の
黒
字
化
に
よ
る
経
営
の
健
全

化
を
達
成
し
、
安
定
し
た
健
全
経
営

を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
基

本
方
針
と
し
て
、
①
患
者
さ
ん
中
心

の
医
療
、
②
地
域
医
療
連
携
、
③
経

営
改
善
の
３
つ
の
柱
を
推
進
し
な
が

ら
、
少
子
高
齢
化
社
会
で
求
め
ら
れ

る「
地
域
の
医
療
は
地
域
で
守
る
」
と

い
う
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

進
に
貢
献
す
る
ほ
か
、
職
員
全
員
参

加
の
経
営
改
善
な
ど
の
取
組
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院

の
矢
巾
町
移
転
を
控
え
、
救
急
医
療

を
始
め
と
す
る
市
の
医
療
提
供
体
制

の
変
化
に
対
応
す
る
内
容
を
盛
り
込

ん
だ
計
画
と
し
ま
し
た
。

【
医
師
の
充
足
】

□
ゆ
り
こ　
こ
れ
ま
で
の
長
い
歴
史

の
中
、
伝
説
の
名
医
と
も
い
う
べ
き

先
生
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
近
年

は
医
師
不
足
の
克
服
に
力
を
注
い
で

こ
ら
れ
ま
し
た
。
盛
岡
市
に
は
公
立

医
大
は
な
く
、
岩
手
医
大
に
医
師
の

派
遣
を
要
望
す
る
も
、
近
年
は
研
修

制
度
の
変
容
等
で
、
首
都
圏
に
医
師

が
集
中
し
、
医
大
附
属
病
院
も
、
医

師
確
保
が
ま
ま
な
ら
ず
、
そ
の
確
保

が
最
重
要
課
題
。
し
か
し
加
藤
病
院

事
業
管
理
者（
病
院
長
）
の
ご
尽
力
を

柱
に
、
補
充
に
つ
と
め
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
現
在
の
陣
容
、
診
療
科
目
等

に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

■
佐
藤
事
務
局
長　
現
在
、
内
科
、

神
経
内
科
、
消
化
器
内
科
、
外
科
、

整
形
外
科
、
神
経
精
神
科
な
ど
、
18

の
診
療
科
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

最
近
で
は
、
腎
臓
内
科
、
泌
尿
器
科
、

脳
神
経
外
科
を
新
設
す
る
な
ど
、
診

療
科
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
医
師
数
は
近
年
少
し
ず
つ
増
え

て
お
り
、
お
陰
様
で
平
成
31
年
度
は
、

常
勤
医
師
27
人
の
体
制
と
な
っ
て
い

ま
す
。
病
院
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
医

師
の
確
保
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
医
療
を
提
供
す
る
上
で
、

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
め
ざ
す
医
療
の
あ
り
か
た
】

□
ゆ
り
こ　
院
長
先
生
の
お
話
を
う

か
が
い
ま
す
と
、
市
立
病
院
の
進
む

べ
き
方
向
は「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
推
進
」と
と
も
に「
不
採
算
部
門
」

と
さ
れ
る「
全
身
合
併
症
を
と
も
な
う

精
神
疾
患
や
周
辺
症
状
を
有
す
る
認

知
症
」
の
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
に
尽

力
す
る
こ
と
で
、
感
銘
を
お
ぼ
え
ま

す
。
今
日
、
高
齢
化
が
進
み
、
ま
た

市
民
の
多
く
が
生
き
る
こ
と
に
、
不

安
を
か
か
え
て
い
る
の
で
は
、
と
思

わ
れ
る
現
況
で
、
総
合
病
院
に
精
神

科
を
有
す
る
市
内
で
唯
一
の
病
院（
医

大
移
転
後
）
と
し
て
の
役
割
は
重
大

で
す
。
し
か
も
岩
手
医
大
の
医
師
が
、

保
健
師
、
看
護
師
等
と
連
携
で
お
こ

な
っ
た
、
自
殺
ワ
ー
ス
ト
返
上
を
目

ざ
し
て
の
、
各
戸
を
訪
ね
て
の
精
神

医
療「
久
慈
モ
デ
ル
」
は
日
本
に
冠
た

る
医
療
集
積
で
す
。

■
佐
藤
事
務
局
長　
精
神
医
療
は
、

議
員
が
お
話
し
さ
れ
た
と
お
り
、
医

大
附
属
病
院
移
転
後
は
、
総
合
病
院

有
床
精
神
科
は
、
市
内
で
は
市
立
病

院
の
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
政
策
医

療
と
し
て
の
必
要
性
と
意
義
は
高
く
、

今
後
と
も
継
続
し
て
担
う
べ
き
医
療

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
増
加
す

る
認
知
症
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
当

院
神
経
内
科
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、

認
知
症
周
辺
症
状
の
治
療
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。

【
医
療
収
益
の
改
善
】

□
ゆ
り
こ　
平
成
30
年
度
決
算
は
、

当
期
純
利
益
を
計
上
の
見
込
み
で
す
。

こ
れ
は
新
病
院
と
な
っ
て
、
実
質
的

に
初
の
黒
字
会
計
、
関
係
各
位
の
ご

努
力
が
み
の
り
、
う
れ
し
い
限
り
、

こ
れ
か
ら
真
価
発
揮
と
考
え
ま
す
。

ま
た
収
益
改
善
の
原
因
を
ト
ー
タ
ル

に
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
。

■
佐
藤
事
務
局
長　
平
成
30
年
度
は

健
全
経
営
元
年
と
位
置
付
け
て
、
病

院
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
経
営
改
善

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
黒
字
と
な
る

見
込
み
で
す
。
市
立
病
院
で
は
、
19

年
度
以
降
、
３
次
に
わ
た
っ
て
本
格

的
に
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
徐
々
に
成
果
が
上
が
り
、

こ
こ
ま
で
た
ど
り
つ
い
た
感
じ
で
す
。

要
因
と
し
て
は
、
医
師
の
確
保
と
と

も
に
診
療
科
の
新
設
や
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
の
導
入
・
活
用
、
消
化
器
・
栄

養
セ
ン
タ
ー
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、

患
者
数
や
手
術
件
数
が
増
え
た
こ
と
、

患
者
さ
ん
1
人
当
た
り
の
診
療
単
価

が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
収
益
が
増

加
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

今
後
は
、
薬
品
費
な
ど
材
料
費
に
係

る
購
入
費
削
減
の
取
組
を
進
め
て
、

持
続
可
能
な
健
全
経
営
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

□
ゆ
り
こ　
今
後
は
さ
ら
に
、
医
業

収
益
の
計
上
、
医
業
外
収
益
の
計
上

が
実
現
な
れ
ば
、
と
考
え
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
。

■
佐
藤
事
務
局
長　
市
立
病
院
の
収

益
は
こ
こ
数
年
、
増
加
し
て
い
ま
す

　
明
治
28
年
発
祥
の
市
立
病
院
、
病
院
事
業
管
理
者
は
じ
め

関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
の
経
営
改
善
で
平
成
30
年
度
、
黒
字
化
に
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円
か
ら
17
万
円
。
保
育
士
は
0
歳
児

3
人
に
1
人
配
備
。（
注
：
1
，
2
歳

児
は
6
人
に
1
人
。
3
歳
児
以
上
は

20
人
に
1
人
）
市
立
は
市
が
全
額
負

担

生
後
1
年
は
母
親
が
保
育
を

で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
作

り
が
、
必
要
不
可
欠
、
そ
の
制
度
づ

く
り
、
行
政
も
お
こ
な
う
べ
き
。

⑴
構
成

私
立
、
市
立
の
幼
稚
園
数
は
。

ま
た
市
立
は
順
次
、
民
営
化

す
る
か
。私

立
は
15
園
、
市
立
4
園

（
31
年
度
か
ら
3
園
）
民
間

譲
渡
は
今
後
検
討
す
る
。

⑵
奨
励
金
、
保
育
料

旧
制
度
の
私
立
幼
稚
園
に
対

す
る
幼
稚
園
奨
励
金
は
、
無

償
化
後
、
現
物
給
付（
市
が
幼
稚
園

に
支
給
し
、
保
護
者
は
差
額
を
園
に

支
払
う
）
か
、
償
還
払
い（
保
護
者

が
園
に
保
育
料
の
支
払
い
を
行
い
、

そ
の
後
市
が
保
護
者
に
保
育
料
を
支

給
）
か
。
ま
た
市
立
幼
稚
園
の
保
育

料
も
無
償
化
の
対
象
か
。

奨
励
金
に
つ
い
て
は
市
で
検

討
。
市
立
幼
稚
園
は
無
償
化

な
る
。

無
償
化
で
、
あ
ら
た
に
認
可

外
保
育
施
設
や
保
育
施
設
の

■
幼
保
無
償
化
に
つ
い
て

＊
幼
保
無
償
化
と
は
、
2
0
1
5

年（
平
成
27
年
）
ス
タ
ー
ト
の「
子

ど
も
・
子
育
て
新
制
度
」
に
た
い
す

る
改
正
案
、
さ
る
2
月
12
日
、
閣

議
決
定
に
よ
る「
幼
保
無
償
化
法

案
」
こ
れ
は
約
23
万
人
の
保
育
環

境
を
と
と
の
え
る
た
め
、
き
た
る

10
月
、
消
費
税
の
増
税
、
総
額
6
，

6
兆
円
の
う
ち
2
兆
円
を
充
当
。

無
償
化
に
対
す
る
市
の
役
割

は
、
全
体
的
に
ど
う
な
る
か

親
に
と
っ
て
経
済
的
負
担
の

軽
減
。
実
施
に
あ
た
り
公
平

な
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
。

１
保
育
所
へ
の
影
響

⑴
構
成

い
ま
保
育
所
は
何
園
か
。
ま

た
保
育
料
の
未
収
金
は
い
か

ほ
ど
か
。

保
育
所
は
89
園（
公
立
11
、
私

立
78
園
）　

ま
た
未
収
金

は
、
平
成
29
年
度
決
算
、
現
年
度
分

1
，
1
0
0
万
円
と
、
滞
納
繰
越
分
6
，

1
0
0
万
円
で
、
計
、
7
，
2
0
0
万
円
。

⑵
副
食
費こ

れ
ま
で
保
育
料
に
ふ
く
ま

れ
て
い
た
副
食
費
が
、
無
償

化
に
よ
り
、
３
歳
か
ら
５
歳
児
は
実

費
負
担
と
な
る
、
ど
う
す
る
か
。

口
座
ふ
り
か
え
な
ど
で
支
払

い
を
願
う
。

⑶
企
業
主
導
型
保
育
園

企
業
主
導
型
保
育
園
の
存
在

は
重
要
だ
が
、
無
償
化
の
対

象
に
な
る
の
か
。
現
在
の
開
設
状
況

は
、
認
可
保
育
所
と
の
違
い
は
。

対
象
と
な
る
。
現
在
５
施
設
。

31
年
度
5
施
設
の
開
設
予
定

で
、
10
施
設
と
な
る
。
企
業
型
は
、

市
の
施
設
基
準
に
よ
ら
ず
、
国
の
委

託
機
関
か
ら
補
助
を
受
け
る
。

⑷
市
立
保
育
園

民
営
化
の
今
後
の
計
画
、
こ

れ
ま
で
の
効
果
は
。

31
年
度
、
第
4
次
民
営
化
実

施
計
画
を
。
効
果
は
、
環
境

改
善
、
0
歳
児
保
育
等
。

⑸
0
歳
児
保
育

０
歳
児
保
育
に
係
る
コ
ス

ト
、
保
育
士
の
人
員
は
。
市

が
拠
出
の
保
育
料
は
。

コ
ス
ト
は
施
設
規
模
に
よ

り
、
1
人
あ
た
り
月
額
15
万

一
時
預
か
り
が
補
助
の
対
象
と
な
る

が
、
対
象
者
を
ど
の
よ
う
に
見
込
む

か
。

認
可
外
は
、
３
〜
5
歳
が
、

1
2
5
人
、
０
〜
２
歳
が
17

人
、
計
1
4
2
人
。
一
時
預
か
り
は

3
〜
5
歳
59
人
、
０
〜
２
歳
が
４３
人
、

計
1
0
2
人
と
見
込
む
。

無
償
化
の
実
施
で
、
保
育
所

や
認
定
こ
ど
も
園
の
、
あ
ら

た
な
需
要
は
ど
う
か
。

今
後
の
少
子
化
の
影
響
は
ど
う
か
。

増
加
見
込
む
が
、
正
確
な
数

量
は
不
明
。
女
性
の
社
会
進

出
は
進
む
も
、
施
設
の
定
員
割
れ
は

あ
り
得
る
。

新
制
度
で
は
、
児
童
の
区
分

と
し
て
、
1
号（
新
制
度
幼

稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
）、
2
号（
保

育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
）、
3
号（
0

〜
2
歳
児
）、
各
子
ど
も
が
支
援
対

象
と
な
っ
て
い
る
。
韓
国
で
は
、
4

号
子
ど
も
と
し
て
、
在
宅
の
子
ど
も

の
区
分
が
あ
る
。
4
号
子
ど
も
に
対

す
る
支
援
も
必
要
で
は
な
い
か
。

制
度
的
に
は
、
国
が
ど
う
考

え
る
か
だ
。
な
お
、
在
宅
の

子
ど
も
対
応
で
、
市
内
8
か
所
に
、

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
等
あ

る
。

第48号
2019．春

市
政
だ
よ
り
、「
ゆ
り
こ
の
議
会
だ
よ
り
」は
、

政
務
活
動
費
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
のU

R
L

】

w
w
w
.yuriko-m

orioka.com
②
幼
稚
園
へ
の
影
響 【

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
】　

盛
岡
市
議
会
選
挙
の
お
知
ら
せ

　

告　

示　

8
月
18
日（
日
）

　

投
開
票　

8
月
25
日（
日
）

　

以
上
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

が
、
全
国
的
に
は
、
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
に
あ
っ
て
、

特
に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
入
院
受

療
率
は
毎
年
減
っ
て
お
り
、
高
齢
者

が
増
え
て
も
入
院
患
者
数
は
減
る
傾

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
増
加
す
る
か
は
懸
念
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
、
市
立
病
院
に

お
い
て
は
、
医
大
附
属
病
院
の
移
転

に
よ
り
、
需
要
が
見
込
ま
れ
る
内
科
、

外
科
を
中
心
と
し
た
救
急
患
者
さ
ん

の
受
入
れ
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と

が
出
来
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
大
き
な
好
機
と
捉
え
て
、
患
者
を

確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
収
益
の
増

に
つ
な
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
今
後
の
展
望
】

□
ゆ
り
こ　
い
よ
い
よ
医
大
附
属
病

院
が
移
転
し
ま
す
が
、
市
立
病
院
の

対
応
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

■
佐
藤
事
務
局
長　
医
大
附
属
病
院

は
こ
の
９
月
に
移
転
と
な
り
ま
す
が
、

特
に
救
急
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
受
診
で
き
る
よ
う
、

① 

市
の
役
割

ゆりこの盛岡市議会
Q＆Ａ

ゆりこの盛岡市議会
Q＆Ａ

毎
日
午
後
11
時
ま
で
医
師
を
内
科
系

医
師
と
外
科
系
医
師
の
２
人
体
制
に

強
化
し
て
受
け
入
れ
る
予
定
と
し
て

お
り
、
現
在
そ
の
準
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
公
立
病
院
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
良
質
で
安
全
・
安
心
な
医
療

を
提
供
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
そ
の
た
め
に
、
地
域
の
医

療
機
関
や
介
護
施
設
と
連
携
し
、
一

般
急
性
期
医
療
を
提
供
す
る
ほ
か
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
心
と

な
る
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
運
営
し
、

在
宅
復
帰
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る

尿
路
結
石
の
除
去
手
術
や
、
総
合
内

科
体
制
の
推
進
に
よ
っ
て
医
療
機
能

の
充
実
を
行
っ
て
い
き
ま
す
し
、
４

月
に
設
置
し
た「
医
療
連
携
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
入
院
患
者
さ
ん
が
安

心
し
て
入
院
し
、
退
院
後
の
訪
問
診

療・
訪
問
看
護
を
含
め
た
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
あ
っ
て
も
い
い

病
院
」
で
は
な
く
、「
な
く
て
は
な
ら

な
い
病
院
」
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
求
め
る
医
療
を
提
供
し
、
地
域

に
密
着
し
た
病
院
を
目
指
し
て
い
き
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③
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
影
響

④
待
機
児
童
へ
の
影
響

⑤
子
ど
も
区
分

ま
す
。

□
ゆ
り
こ　
市
立
病
院
へ
の
意

見
、
要
望
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

ど
こ
が
担
当
課
と
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

■
佐
藤
事
務
局
長　

ご
意
見
、

ご
要
望
は
、
市
立
病
院
総
務
課

又
は
医
事
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
市
立
病
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
じ
、
メ
ー
ル
で
も
お
受
け

し
ま
す
し
、
病
院
内
に
は
、
ご

意
見
箱
を
設
置
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
要
望
な
ど

を
投
書
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見・
ご
要
望
は

情
報
を
共
有
し
、
接
遇
を
含
め

た
医
療
の
質
の
向
上
に
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

【
最
後
に
】

□
ゆ
り
こ　
盛
岡
市
政
で
経
営
改
善

を
の
ぞ
む
、
3
大
課
題
は
、
中
央
卸

売
市
場
、
岩
手
県
競
馬
、
そ
し
て
盛

岡
市
立
病
院
。
し
か
し
病
院
に
は
経

営
改
善
の
き
ざ
し
。
あ
た
ら
し
い
盛

岡
の
発
展
が
は
じ
ま
る
か
。


